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■当資料は、特別勘定の運用状況等を報告するための資料であり、生命保険契約の
募集または特別勘定が主たる投資対象とする投資信託の勧誘を目的とするもの
ではありません。

■この商品は、特別勘定の運用実績に基づいて死亡保険金額､積立金額､解約返戻
金額等が日々変動（増減）する変額個人年金保険（生命保険）です。

■当資料に記載された過去の運用実績に関するいかなる内容も、将来の運用成果
を示唆あるいは保証するものではありません。
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6 ．特別勘定の運用状況（特別勘定名）マネープール

■運用方針
当特別勘定資産の運用は、主として「日興MRF（マネー・リザーブ・ファンド）」
（運用会社：日興アセットマネジメント株式会社）に投資することにより行います。

■運用内容
特別勘定への資金の流出入に合わせ、上記投資信託の組入れ比率を高水準に保つ運用を行いました。
当年度末の投資信託の組入れ比率は97.6％です。
当年度末のユニットバリューは100.4795となっております。また、設定来のユニットバリュー騰落率は+0.48%となりました。

※投資信託の組入れ比率は、投資信託の買付・解約により発生する未払金・未収金を調整した実質的な投資信託の比率であり、
　特別勘定資産合計に対する構成比率とは異なります。

■ユニットバリューの推移と運用利回り

■保有有価証券の明細 （単位：千円）
銘柄名 種別 時価額
日興MRF（マネー・リザーブ・ファンド） 投資信託 22,591

設定日：2007年12月1日
ユニットバリュー 運用利回り

2014年 3 月末 100.4636
2014年 4 月末 100.4657 +0.00%
2014年 5 月末 100.4678 +0.00%
2014年 6 月末 100.4696 +0.01%
2014年 7 月末 100.4714 +0.01%
2014年 8 月末 100.4729 +0.01%
2014年 9 月末 100.4741 +0.01%
2014年10月末 100.4754 +0.01%
2014年11月末 100.4765 +0.01%
2014年12月末 100.4776 +0.01%
2015年 1 月末 100.4784 +0.01%
2015年 2 月末 100.4789 +0.02%
2015年 3 月末 100.4795 +0.02%

（注）運用利回りはユニットバリューの2014年3月末からの伸び率を記
載しております。
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6 ．特別勘定の運用状況（特別勘定名）外国株式インデックス

■運用方針
当特別勘定資産の運用は、主として「プルデンシャル私募海外株式マーケット・パフォーマー（適格機関投資家向け）」
（運用会社：プルデンシャル・インベストメント・マネジメント・ジャパン株式会社）に投資することにより行います。

■運用内容
特別勘定への資金の流出入に合わせ、上記投資信託の組入れ比率を高水準に保つ運用を行いました。
当年度末の投資信託の組入れ比率は99.2％です。
当年度末のユニットバリューは140.4534となっております。また、設定来のユニットバリュー騰落率は+40.45%となりました。

※投資信託の組入れ比率は、投資信託の買付・解約により発生する未払金・未収金を調整した実質的な投資信託の比率であり、
　特別勘定資産合計に対する構成比率とは異なります。

■ユニットバリューの推移と運用利回り

■保有有価証券の明細 （単位：千円）
銘柄名 種別 時価額
プルデンシャル私募海外株式マーケット・パフォーマー（適格機関投資家向け） 投資信託 270,769

6 ．特別勘定の運用状況（特別勘定名）外国債券インデックス

■運用方針
当特別勘定資産の運用は、主として「プルデンシャル私募海外債券マーケット・パフォーマー（適格機関投資家向け）」
（運用会社：プルデンシャル・インベストメント・マネジメント・ジャパン株式会社）に投資することにより行います。

■運用内容
特別勘定への資金の流出入に合わせ、上記投資信託の組入れ比率を高水準に保つ運用を行いました。
当年度末の投資信託の組入れ比率は99.3％です。
当年度末のユニットバリューは131.3154となっております。また、設定来のユニットバリュー騰落率は+31.32%となりました。

※投資信託の組入れ比率は、投資信託の買付・解約により発生する未払金・未収金を調整した実質的な投資信託の比率であり、
　特別勘定資産合計に対する構成比率とは異なります。

■ユニットバリューの推移と運用利回り

■保有有価証券の明細 （単位：千円）
銘柄名 種別 時価額
プルデンシャル私募海外債券マーケット・パフォーマー（適格機関投資家向け） 投資信託 227,874

設定日：2007年12月1日
ユニットバリュー 運用利回り

2014年 3 月末 115.9101
2014年 4 月末 116.3304 +0.36%
2014年 5 月末 117.9931 +1.80%
2014年 6 月末 119.0381 +2.70%
2014年 7 月末 118.6514 +2.37%
2014年 8 月末 122.9693 +6.09%
2014年 9 月末 125.7633 +8.50%
2014年10月末 130.6517 +12.72%
2014年11月末 139.5920 +20.43%
2014年12月末 138.4426 +19.44%
2015年 1 月末 132.9970 +14.74%
2015年 2 月末 142.9214 +23.30%
2015年 3 月末 140.4534 +21.17%

（注）運用利回りはユニットバリューの2014年3月末からの伸び率を記
載しております。
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設定日：2007年12月1日
ユニットバリュー 運用利回り

2014年 3 月末 117.3988
2014年 4 月末 117.5527 +0.13%
2014年 5 月末 117.4762 +0.07%
2014年 6 月末 117.8684 +0.40%
2014年 7 月末 118.5638 +0.99%
2014年 8 月末 120.7963 +2.89%
2014年 9 月末 123.8807 +5.52%
2014年10月末 128.3990 +9.37%
2014年11月末 135.2663 +15.22%
2014年12月末 135.3347 +15.28%
2015年 1 月末 131.5242 +12.03%
2015年 2 月末 132.6549 +13.00%
2015年 3 月末 131.3154 +11.85%

（注）運用利回りはユニットバリューの2014年3月末からの伸び率を記
載しております。



ご契約者のみなさまへ

弊社保険につきまして、日頃よりご愛顧、ご継続をいただき誠にありがとうございます。
さて、2014年度の決算を終えましたので、特別勘定についての決算概要をご報告申し上げます。

1 ．市場動向（2014年4月1日～2015年3月31日）

【市場動向】
　2014年度の国内債券市場（新発10年国債利回り）は、景気減速懸念を背景とした海外金利の低下基調、また日銀や欧州中央銀行の追加
金融緩和などにより金利は低下基調となり、1月には0.2％近辺の水準となりました。その後20年国債入札を契機に国債の持ち高を解消する
動きが強まると上昇に転じ、0.4％近辺で取引を終えました。
　外国債券市場は、米10年物国債利回りが欧州での追加金融緩和期待や世界的な景気減速懸念などにより低下基調となり、1月には1.6%
前半の水準となりました。その後原油価格の上昇やギリシャ債務協議の前進を受け2.2％近辺まで上昇したものの、期末にかけては1.9％台ま
で再度低下して取引を終えました。
　国内株式市場は、政府の成長戦略や年金積立金管理運用独立行政法人の株式保有比率引き上げへの期待や、円安ドル高基調を受けて
上昇基調となりました。日銀の追加金融緩和発表後には一段と上昇基調が強まり、年度末の日経平均株価は19,206.99円となり取引を終えま
した。
　外国株式市場は、米国での経済統計改善などを受け上昇基調で始まりました。その後、世界景気の不透明感から下落する場面もあったも
のの、米連邦準備理事会が量的金融緩和に伴う資産購入を10月末で終了することを決定すると、景気回復期待から再度上昇基調に転じました。
　為替市場は、ドル円相場が一進一退の推移となる展開で始まりました。その後、米連邦公開市場委員会議事録が早期の利上げもあると
受け止められ円安ドル高が進む中で、日銀が追加金融緩和に踏み切ると円安傾向は一気に加速しました。年度末のドル円相場は、1ドル120
円台前半となりました。一方ユーロ円相場は、日銀の追加金融緩和により円安ユーロ高が進む場面もあったものの、欧州中央銀行による追加
金融緩和の影響により年度でみると円高ユーロ安が進行しました。

【主な市場の動向】
日経平均株価（円）10年国債利回り（日本）NYダウ平均株価（US$）10年国債利回り（米国） ドル円相場 ユーロ円相場

2014年3月末 14827.83 0.640% 16457.66 2.72% 102.92 141.65 
2015年3月末 19206.99 0.400% 17776.12 1.92% 120.17 130.32 
変化率 29.5% 0.24%低下 8.0% 0.8%低下 16.8% -8.0%

２．保有契約高

区分 件数 金額（万円）
変額個人年金保険Ⅰ型 208 74,117

３．ユニットバリューと運用利回りの推移

国内株式インデックス 国内債券インデックス 外国株式インデックス 外国債券インデックス マネープール
ユニットバリュー 運用利回り ユニットバリュー 運用利回り ユニットバリュー 運用利回り ユニットバリュー 運用利回り ユニットバリュー 運用利回り

2014年 3 月末  90.9726 113.4927 115.9101 117.3988 100.4636
2014年 4 月末  89.3826  -1.75% 113.4403 -0.05% 116.3304  0.36% 117.5527  0.13% 100.4657 0.00%
2014年 5 月末  92.2306  1.38% 113.5913 0.09% 117.9931  1.80% 117.4762  0.07% 100.4678 0.00%
2014年 6 月末  96.2505  5.80% 114.0445 0.49% 119.0381  2.70% 117.8684  0.40% 100.4696 0.01%
2014年 7 月末  96.6487  6.24% 114.2050 0.63% 118.6514  2.37% 118.5638  0.99% 100.4714 0.01%
2014年 8 月末  96.7143  6.31% 114.5161 0.90% 122.9693  6.09% 120.7963  2.89% 100.4729 0.01%
2014年 9 月末  99.9001  9.81% 114.5426 0.93% 125.7633  8.50% 123.8807  5.52% 100.4741 0.01%
2014年10月末 103.5029 13.77% 115.5757 1.84% 130.6517 12.72% 128.3990  9.37% 100.4754 0.01%
2014年11月末 107.4052 18.06% 115.8089 2.04% 139.5920 20.43% 135.2663 15.22% 100.4765 0.01%
2014年12月末 106.0393 16.56% 116.9550 3.05% 138.4426 19.44% 135.3347 15.28% 100.4776 0.01%
2015年 1 月末 106.5758 17.15% 116.9651 3.06% 132.9970 14.74% 131.5242 12.03% 100.4784 0.01%
2015年 2 月末 114.8162 26.21% 116.2476 2.43% 142.9214 23.30% 132.6549 13.00% 100.4789 0.02%
2015年 3 月末 115.9707 27.48% 116.4705 2.62% 140.4534 21.17% 131.3154 11.85% 100.4795 0.02%

（注）ユニットバリューとは、会社としての運用開始時を100として持分1口あたりの価値を意味します。
 運用利回りはユニットバリューの2014年3月末からの伸び率を記載しております。

4 ．資産の内訳
（2015年3月末） （単位：千円、％）

区分
国内株式インデックス 国内債券インデックス 外国株式インデックス 外国債券インデックス
金　額 構成比 金　額 構成比 金　額 構成比 金　額 構成比

現預金・コールローン 3,210 1.3 1,871 1.4 2,028 0.7 1,408 0.6
その他の有価証券 229,322 96.2 132,118 98.6 270,769 96.2 227,874 98.6
その他 5,946 2.5 ── ── 8,585 3.1 1,832 0.8

合　計 238,479 100.0 133,989 100.0 281,384 100.0 231,115 100.0

区分
マネープール

金　額 構成比
現預金・コールローン 565 2.4
その他の有価証券 22,591 94.5
その他 738 3.1

合　計 23,895 100.0

5 ．運用収支状況（2014年4月1日～2015年3月31日） （単位：千円）

項目
国内株式インデックス 国内債券インデックス 外国株式インデックス 外国債券インデックス

金　額 金　額 金　額 金　額
利息配当金収入 31,776 3,940 22,844 15,485
有価証券評価益 49,407 8,753 105,403 54,464
その他の収益 ── ── ── ──
有価証券評価損 29,612 8,736 76,141 43,471
その他の費用 639 0 2 5
収 支 差 計 50,932 3,957 52,103 26,473

項目
マネープール
金　額

利息配当金収入 8
有価証券評価益 0
その他の収益 ──
有価証券評価損 0
その他の費用 0
収 支 差 計 8

6 ．特別勘定の運用状況（特別勘定名） 国内株式インデックス

■運用方針
当特別勘定資産の運用は、主として「プルデンシャル私募国内株式マーケット・パフォーマー（適格機関投資家向け）」
（運用会社：プルデンシャル・インベストメント・マネジメント・ジャパン株式会社）に投資することにより行います。

■運用内容
特別勘定への資金の流出入に合わせ、上記投資信託の組入れ比率を高水準に保つ運用を行いました。
当年度末の投資信託の組入れ比率は98.6％です。
当年度末のユニットバリューは115.9707となっております。また、設定来のユニットバリュー騰落率は+15.97%となりました。

※投資信託の組入れ比率は、投資信託の買付・解約により発生する未払金・未収金を調整した実質的な投資信託の比率であり、
　特別勘定資産合計に対する構成比率とは異なります。

■ユニットバリューの推移と運用利回り

■保有有価証券の明細 （単位：千円）
銘柄名 種別 時価額
プルデンシャル私募国内株式マーケット・パフォーマー（適格機関投資家向け） 投資信託 229,322

6 ．特別勘定の運用状況（特別勘定名）国内債券インデックス

■運用方針
当特別勘定資産の運用は、主として「プルデンシャル私募国内債券マーケット・パフォーマー（適格機関投資家向け）」
（運用会社：プルデンシャル・インベストメント・マネジメント・ジャパン株式会社）に投資することにより行います。

■運用内容
特別勘定への資金の流出入に合わせ、上記投資信託の組入れ比率を高水準に保つ運用を行いました。
当年度末の投資信託の組入れ比率は98.9％です。
当年度末のユニットバリューは116.4705となっております。また、設定来のユニットバリュー騰落率は+16.47%となりました。

※投資信託の組入れ比率は、投資信託の買付・解約により発生する未払金・未収金を調整した実質的な投資信託の比率であり、
　特別勘定資産合計に対する構成比率とは異なります。

■ユニットバリューの推移と運用利回り

■保有有価証券の明細 （単位：千円）
銘柄名 種別 時価額
プルデンシャル私募国内債券マーケット・パフォーマー（適格機関投資家向け） 投資信託 132,118

設定日：2007年12月1日
ユニットバリュー 運用利回り

2014年 3 月末 90.9726
2014年 4 月末 89.3826 -1.75%
2014年 5 月末 92.2306 +1.38%
2014年 6 月末 96.2505 +5.80%
2014年 7 月末 96.6487 +6.24%
2014年 8 月末 96.7143 +6.31%
2014年 9 月末 99.9001 +9.81%
2014年10月末 103.5029 +13.77%
2014年11月末 107.4052 +18.06%
2014年12月末 106.0393 +16.56%
2015年 1 月末 106.5758 +17.15%
2015年 2 月末 114.8162 +26.21%
2015年 3 月末 115.9707 +27.48%

（注）運用利回りはユニットバリューの2014年3月末からの伸び率を記
載しております。

設定日：2007年12月1日
ユニットバリュー 運用利回り

2014年 3 月末 113.4927
2014年 4 月末 113.4403 -0.05%
2014年 5 月末 113.5913 +0.09%
2014年 6 月末 114.0445 +0.49%
2014年 7 月末 114.2050 +0.63%
2014年 8 月末 114.5161 +0.90%
2014年 9 月末 114.5426 +0.93%
2014年10月末 115.5757 +1.84%
2014年11月末 115.8089 +2.04%
2014年12月末 116.9550 +3.05%
2015年 1 月末 116.9651 +3.06%
2015年 2 月末 116.2476 +2.43%
2015年 3 月末 116.4705 +2.62%

（注）運用利回りはユニットバリューの2014年3月末からの伸び率を記
載しております。
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ご契約者のみなさまへ

弊社保険につきまして、日頃よりご愛顧、ご継続をいただき誠にありがとうございます。
さて、2014年度の決算を終えましたので、特別勘定についての決算概要をご報告申し上げます。

1 ．市場動向（2014年4月1日～2015年3月31日）

【市場動向】
　2014年度の国内債券市場（新発10年国債利回り）は、景気減速懸念を背景とした海外金利の低下基調、また日銀や欧州中央銀行の追加
金融緩和などにより金利は低下基調となり、1月には0.2％近辺の水準となりました。その後20年国債入札を契機に国債の持ち高を解消する
動きが強まると上昇に転じ、0.4％近辺で取引を終えました。
　外国債券市場は、米10年物国債利回りが欧州での追加金融緩和期待や世界的な景気減速懸念などにより低下基調となり、1月には1.6%
前半の水準となりました。その後原油価格の上昇やギリシャ債務協議の前進を受け2.2％近辺まで上昇したものの、期末にかけては1.9％台ま
で再度低下して取引を終えました。
　国内株式市場は、政府の成長戦略や年金積立金管理運用独立行政法人の株式保有比率引き上げへの期待や、円安ドル高基調を受けて
上昇基調となりました。日銀の追加金融緩和発表後には一段と上昇基調が強まり、年度末の日経平均株価は19,206.99円となり取引を終えま
した。
　外国株式市場は、米国での経済統計改善などを受け上昇基調で始まりました。その後、世界景気の不透明感から下落する場面もあったも
のの、米連邦準備理事会が量的金融緩和に伴う資産購入を10月末で終了することを決定すると、景気回復期待から再度上昇基調に転じました。
　為替市場は、ドル円相場が一進一退の推移となる展開で始まりました。その後、米連邦公開市場委員会議事録が早期の利上げもあると
受け止められ円安ドル高が進む中で、日銀が追加金融緩和に踏み切ると円安傾向は一気に加速しました。年度末のドル円相場は、1ドル120
円台前半となりました。一方ユーロ円相場は、日銀の追加金融緩和により円安ユーロ高が進む場面もあったものの、欧州中央銀行による追加
金融緩和の影響により年度でみると円高ユーロ安が進行しました。

【主な市場の動向】
日経平均株価（円）10年国債利回り（日本）NYダウ平均株価（US$）10年国債利回り（米国） ドル円相場 ユーロ円相場

2014年3月末 14827.83 0.640% 16457.66 2.72% 102.92 141.65 
2015年3月末 19206.99 0.400% 17776.12 1.92% 120.17 130.32 
変化率 29.5% 0.24%低下 8.0% 0.8%低下 16.8% -8.0%

２．保有契約高

区分 件数 金額（万円）
変額個人年金保険Ⅰ型 208 74,117

３．ユニットバリューと運用利回りの推移

国内株式インデックス 国内債券インデックス 外国株式インデックス 外国債券インデックス マネープール
ユニットバリュー 運用利回り ユニットバリュー 運用利回り ユニットバリュー 運用利回り ユニットバリュー 運用利回り ユニットバリュー 運用利回り

2014年 3 月末  90.9726 113.4927 115.9101 117.3988 100.4636
2014年 4 月末  89.3826  -1.75% 113.4403 -0.05% 116.3304  0.36% 117.5527  0.13% 100.4657 0.00%
2014年 5 月末  92.2306  1.38% 113.5913 0.09% 117.9931  1.80% 117.4762  0.07% 100.4678 0.00%
2014年 6 月末  96.2505  5.80% 114.0445 0.49% 119.0381  2.70% 117.8684  0.40% 100.4696 0.01%
2014年 7 月末  96.6487  6.24% 114.2050 0.63% 118.6514  2.37% 118.5638  0.99% 100.4714 0.01%
2014年 8 月末  96.7143  6.31% 114.5161 0.90% 122.9693  6.09% 120.7963  2.89% 100.4729 0.01%
2014年 9 月末  99.9001  9.81% 114.5426 0.93% 125.7633  8.50% 123.8807  5.52% 100.4741 0.01%
2014年10月末 103.5029 13.77% 115.5757 1.84% 130.6517 12.72% 128.3990  9.37% 100.4754 0.01%
2014年11月末 107.4052 18.06% 115.8089 2.04% 139.5920 20.43% 135.2663 15.22% 100.4765 0.01%
2014年12月末 106.0393 16.56% 116.9550 3.05% 138.4426 19.44% 135.3347 15.28% 100.4776 0.01%
2015年 1 月末 106.5758 17.15% 116.9651 3.06% 132.9970 14.74% 131.5242 12.03% 100.4784 0.01%
2015年 2 月末 114.8162 26.21% 116.2476 2.43% 142.9214 23.30% 132.6549 13.00% 100.4789 0.02%
2015年 3 月末 115.9707 27.48% 116.4705 2.62% 140.4534 21.17% 131.3154 11.85% 100.4795 0.02%

（注）ユニットバリューとは、会社としての運用開始時を100として持分1口あたりの価値を意味します。
 運用利回りはユニットバリューの2014年3月末からの伸び率を記載しております。

4 ．資産の内訳
（2015年3月末） （単位：千円、％）

区分
国内株式インデックス 国内債券インデックス 外国株式インデックス 外国債券インデックス
金　額 構成比 金　額 構成比 金　額 構成比 金　額 構成比

現預金・コールローン 3,210 1.3 1,871 1.4 2,028 0.7 1,408 0.6
その他の有価証券 229,322 96.2 132,118 98.6 270,769 96.2 227,874 98.6
その他 5,946 2.5 ── ── 8,585 3.1 1,832 0.8

合　計 238,479 100.0 133,989 100.0 281,384 100.0 231,115 100.0

区分
マネープール

金　額 構成比
現預金・コールローン 565 2.4
その他の有価証券 22,591 94.5
その他 738 3.1

合　計 23,895 100.0

5 ．運用収支状況（2014年4月1日～2015年3月31日） （単位：千円）

項目
国内株式インデックス 国内債券インデックス 外国株式インデックス 外国債券インデックス

金　額 金　額 金　額 金　額
利息配当金収入 31,776 3,940 22,844 15,485
有価証券評価益 49,407 8,753 105,403 54,464
その他の収益 ── ── ── ──
有価証券評価損 29,612 8,736 76,141 43,471
その他の費用 639 0 2 5
収 支 差 計 50,932 3,957 52,103 26,473

項目
マネープール
金　額

利息配当金収入 8
有価証券評価益 0
その他の収益 ──
有価証券評価損 0
その他の費用 0
収 支 差 計 8

6 ．特別勘定の運用状況（特別勘定名） 国内株式インデックス

■運用方針
当特別勘定資産の運用は、主として「プルデンシャル私募国内株式マーケット・パフォーマー（適格機関投資家向け）」
（運用会社：プルデンシャル・インベストメント・マネジメント・ジャパン株式会社）に投資することにより行います。

■運用内容
特別勘定への資金の流出入に合わせ、上記投資信託の組入れ比率を高水準に保つ運用を行いました。
当年度末の投資信託の組入れ比率は98.6％です。
当年度末のユニットバリューは115.9707となっております。また、設定来のユニットバリュー騰落率は+15.97%となりました。

※投資信託の組入れ比率は、投資信託の買付・解約により発生する未払金・未収金を調整した実質的な投資信託の比率であり、
　特別勘定資産合計に対する構成比率とは異なります。

■ユニットバリューの推移と運用利回り

■保有有価証券の明細 （単位：千円）
銘柄名 種別 時価額
プルデンシャル私募国内株式マーケット・パフォーマー（適格機関投資家向け） 投資信託 229,322

6 ．特別勘定の運用状況（特別勘定名）国内債券インデックス

■運用方針
当特別勘定資産の運用は、主として「プルデンシャル私募国内債券マーケット・パフォーマー（適格機関投資家向け）」
（運用会社：プルデンシャル・インベストメント・マネジメント・ジャパン株式会社）に投資することにより行います。

■運用内容
特別勘定への資金の流出入に合わせ、上記投資信託の組入れ比率を高水準に保つ運用を行いました。
当年度末の投資信託の組入れ比率は98.9％です。
当年度末のユニットバリューは116.4705となっております。また、設定来のユニットバリュー騰落率は+16.47%となりました。

※投資信託の組入れ比率は、投資信託の買付・解約により発生する未払金・未収金を調整した実質的な投資信託の比率であり、
　特別勘定資産合計に対する構成比率とは異なります。

■ユニットバリューの推移と運用利回り

■保有有価証券の明細 （単位：千円）
銘柄名 種別 時価額
プルデンシャル私募国内債券マーケット・パフォーマー（適格機関投資家向け） 投資信託 132,118

設定日：2007年12月1日
ユニットバリュー 運用利回り

2014年 3 月末 90.9726
2014年 4 月末 89.3826 -1.75%
2014年 5 月末 92.2306 +1.38%
2014年 6 月末 96.2505 +5.80%
2014年 7 月末 96.6487 +6.24%
2014年 8 月末 96.7143 +6.31%
2014年 9 月末 99.9001 +9.81%
2014年10月末 103.5029 +13.77%
2014年11月末 107.4052 +18.06%
2014年12月末 106.0393 +16.56%
2015年 1 月末 106.5758 +17.15%
2015年 2 月末 114.8162 +26.21%
2015年 3 月末 115.9707 +27.48%

（注）運用利回りはユニットバリューの2014年3月末からの伸び率を記
載しております。

設定日：2007年12月1日
ユニットバリュー 運用利回り

2014年 3 月末 113.4927
2014年 4 月末 113.4403 -0.05%
2014年 5 月末 113.5913 +0.09%
2014年 6 月末 114.0445 +0.49%
2014年 7 月末 114.2050 +0.63%
2014年 8 月末 114.5161 +0.90%
2014年 9 月末 114.5426 +0.93%
2014年10月末 115.5757 +1.84%
2014年11月末 115.8089 +2.04%
2014年12月末 116.9550 +3.05%
2015年 1 月末 116.9651 +3.06%
2015年 2 月末 116.2476 +2.43%
2015年 3 月末 116.4705 +2.62%

（注）運用利回りはユニットバリューの2014年3月末からの伸び率を記
載しております。
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ご契約者のみなさまへ

弊社保険につきまして、日頃よりご愛顧、ご継続をいただき誠にありがとうございます。
さて、2014年度の決算を終えましたので、特別勘定についての決算概要をご報告申し上げます。

1 ．市場動向（2014年4月1日～2015年3月31日）

【市場動向】
　2014年度の国内債券市場（新発10年国債利回り）は、景気減速懸念を背景とした海外金利の低下基調、また日銀や欧州中央銀行の追加
金融緩和などにより金利は低下基調となり、1月には0.2％近辺の水準となりました。その後20年国債入札を契機に国債の持ち高を解消する
動きが強まると上昇に転じ、0.4％近辺で取引を終えました。
　外国債券市場は、米10年物国債利回りが欧州での追加金融緩和期待や世界的な景気減速懸念などにより低下基調となり、1月には1.6%
前半の水準となりました。その後原油価格の上昇やギリシャ債務協議の前進を受け2.2％近辺まで上昇したものの、期末にかけては1.9％台ま
で再度低下して取引を終えました。
　国内株式市場は、政府の成長戦略や年金積立金管理運用独立行政法人の株式保有比率引き上げへの期待や、円安ドル高基調を受けて
上昇基調となりました。日銀の追加金融緩和発表後には一段と上昇基調が強まり、年度末の日経平均株価は19,206.99円となり取引を終えま
した。
　外国株式市場は、米国での経済統計改善などを受け上昇基調で始まりました。その後、世界景気の不透明感から下落する場面もあったも
のの、米連邦準備理事会が量的金融緩和に伴う資産購入を10月末で終了することを決定すると、景気回復期待から再度上昇基調に転じました。
　為替市場は、ドル円相場が一進一退の推移となる展開で始まりました。その後、米連邦公開市場委員会議事録が早期の利上げもあると
受け止められ円安ドル高が進む中で、日銀が追加金融緩和に踏み切ると円安傾向は一気に加速しました。年度末のドル円相場は、1ドル120
円台前半となりました。一方ユーロ円相場は、日銀の追加金融緩和により円安ユーロ高が進む場面もあったものの、欧州中央銀行による追加
金融緩和の影響により年度でみると円高ユーロ安が進行しました。

【主な市場の動向】
日経平均株価（円）10年国債利回り（日本）NYダウ平均株価（US$）10年国債利回り（米国） ドル円相場 ユーロ円相場

2014年3月末 14827.83 0.640% 16457.66 2.72% 102.92 141.65 
2015年3月末 19206.99 0.400% 17776.12 1.92% 120.17 130.32 
変化率 29.5% 0.24%低下 8.0% 0.8%低下 16.8% -8.0%

２．保有契約高

区分 件数 金額（万円）
変額個人年金保険Ⅰ型 208 74,117

３．ユニットバリューと運用利回りの推移

国内株式インデックス 国内債券インデックス 外国株式インデックス 外国債券インデックス マネープール
ユニットバリュー 運用利回り ユニットバリュー 運用利回り ユニットバリュー 運用利回り ユニットバリュー 運用利回り ユニットバリュー 運用利回り

2014年 3 月末  90.9726 113.4927 115.9101 117.3988 100.4636
2014年 4 月末  89.3826  -1.75% 113.4403 -0.05% 116.3304  0.36% 117.5527  0.13% 100.4657 0.00%
2014年 5 月末  92.2306  1.38% 113.5913 0.09% 117.9931  1.80% 117.4762  0.07% 100.4678 0.00%
2014年 6 月末  96.2505  5.80% 114.0445 0.49% 119.0381  2.70% 117.8684  0.40% 100.4696 0.01%
2014年 7 月末  96.6487  6.24% 114.2050 0.63% 118.6514  2.37% 118.5638  0.99% 100.4714 0.01%
2014年 8 月末  96.7143  6.31% 114.5161 0.90% 122.9693  6.09% 120.7963  2.89% 100.4729 0.01%
2014年 9 月末  99.9001  9.81% 114.5426 0.93% 125.7633  8.50% 123.8807  5.52% 100.4741 0.01%
2014年10月末 103.5029 13.77% 115.5757 1.84% 130.6517 12.72% 128.3990  9.37% 100.4754 0.01%
2014年11月末 107.4052 18.06% 115.8089 2.04% 139.5920 20.43% 135.2663 15.22% 100.4765 0.01%
2014年12月末 106.0393 16.56% 116.9550 3.05% 138.4426 19.44% 135.3347 15.28% 100.4776 0.01%
2015年 1 月末 106.5758 17.15% 116.9651 3.06% 132.9970 14.74% 131.5242 12.03% 100.4784 0.01%
2015年 2 月末 114.8162 26.21% 116.2476 2.43% 142.9214 23.30% 132.6549 13.00% 100.4789 0.02%
2015年 3 月末 115.9707 27.48% 116.4705 2.62% 140.4534 21.17% 131.3154 11.85% 100.4795 0.02%

（注）ユニットバリューとは、会社としての運用開始時を100として持分1口あたりの価値を意味します。
 運用利回りはユニットバリューの2014年3月末からの伸び率を記載しております。

4 ．資産の内訳
（2015年3月末） （単位：千円、％）

区分
国内株式インデックス 国内債券インデックス 外国株式インデックス 外国債券インデックス
金　額 構成比 金　額 構成比 金　額 構成比 金　額 構成比

現預金・コールローン 3,210 1.3 1,871 1.4 2,028 0.7 1,408 0.6
その他の有価証券 229,322 96.2 132,118 98.6 270,769 96.2 227,874 98.6
その他 5,946 2.5 ── ── 8,585 3.1 1,832 0.8

合　計 238,479 100.0 133,989 100.0 281,384 100.0 231,115 100.0

区分
マネープール

金　額 構成比
現預金・コールローン 565 2.4
その他の有価証券 22,591 94.5
その他 738 3.1

合　計 23,895 100.0

5 ．運用収支状況（2014年4月1日～2015年3月31日） （単位：千円）

項目
国内株式インデックス 国内債券インデックス 外国株式インデックス 外国債券インデックス

金　額 金　額 金　額 金　額
利息配当金収入 31,776 3,940 22,844 15,485
有価証券評価益 49,407 8,753 105,403 54,464
その他の収益 ── ── ── ──
有価証券評価損 29,612 8,736 76,141 43,471
その他の費用 639 0 2 5
収 支 差 計 50,932 3,957 52,103 26,473

項目
マネープール
金　額

利息配当金収入 8
有価証券評価益 0
その他の収益 ──
有価証券評価損 0
その他の費用 0
収 支 差 計 8

6 ．特別勘定の運用状況（特別勘定名） 国内株式インデックス

■運用方針
当特別勘定資産の運用は、主として「プルデンシャル私募国内株式マーケット・パフォーマー（適格機関投資家向け）」
（運用会社：プルデンシャル・インベストメント・マネジメント・ジャパン株式会社）に投資することにより行います。

■運用内容
特別勘定への資金の流出入に合わせ、上記投資信託の組入れ比率を高水準に保つ運用を行いました。
当年度末の投資信託の組入れ比率は98.6％です。
当年度末のユニットバリューは115.9707となっております。また、設定来のユニットバリュー騰落率は+15.97%となりました。

※投資信託の組入れ比率は、投資信託の買付・解約により発生する未払金・未収金を調整した実質的な投資信託の比率であり、
　特別勘定資産合計に対する構成比率とは異なります。

■ユニットバリューの推移と運用利回り

■保有有価証券の明細 （単位：千円）
銘柄名 種別 時価額
プルデンシャル私募国内株式マーケット・パフォーマー（適格機関投資家向け） 投資信託 229,322

6 ．特別勘定の運用状況（特別勘定名）国内債券インデックス

■運用方針
当特別勘定資産の運用は、主として「プルデンシャル私募国内債券マーケット・パフォーマー（適格機関投資家向け）」
（運用会社：プルデンシャル・インベストメント・マネジメント・ジャパン株式会社）に投資することにより行います。

■運用内容
特別勘定への資金の流出入に合わせ、上記投資信託の組入れ比率を高水準に保つ運用を行いました。
当年度末の投資信託の組入れ比率は98.9％です。
当年度末のユニットバリューは116.4705となっております。また、設定来のユニットバリュー騰落率は+16.47%となりました。

※投資信託の組入れ比率は、投資信託の買付・解約により発生する未払金・未収金を調整した実質的な投資信託の比率であり、
　特別勘定資産合計に対する構成比率とは異なります。

■ユニットバリューの推移と運用利回り

■保有有価証券の明細 （単位：千円）
銘柄名 種別 時価額
プルデンシャル私募国内債券マーケット・パフォーマー（適格機関投資家向け） 投資信託 132,118

設定日：2007年12月1日
ユニットバリュー 運用利回り

2014年 3 月末 90.9726
2014年 4 月末 89.3826 -1.75%
2014年 5 月末 92.2306 +1.38%
2014年 6 月末 96.2505 +5.80%
2014年 7 月末 96.6487 +6.24%
2014年 8 月末 96.7143 +6.31%
2014年 9 月末 99.9001 +9.81%
2014年10月末 103.5029 +13.77%
2014年11月末 107.4052 +18.06%
2014年12月末 106.0393 +16.56%
2015年 1 月末 106.5758 +17.15%
2015年 2 月末 114.8162 +26.21%
2015年 3 月末 115.9707 +27.48%

（注）運用利回りはユニットバリューの2014年3月末からの伸び率を記
載しております。

設定日：2007年12月1日
ユニットバリュー 運用利回り

2014年 3 月末 113.4927
2014年 4 月末 113.4403 -0.05%
2014年 5 月末 113.5913 +0.09%
2014年 6 月末 114.0445 +0.49%
2014年 7 月末 114.2050 +0.63%
2014年 8 月末 114.5161 +0.90%
2014年 9 月末 114.5426 +0.93%
2014年10月末 115.5757 +1.84%
2014年11月末 115.8089 +2.04%
2014年12月末 116.9550 +3.05%
2015年 1 月末 116.9651 +3.06%
2015年 2 月末 116.2476 +2.43%
2015年 3 月末 116.4705 +2.62%

（注）運用利回りはユニットバリューの2014年3月末からの伸び率を記
載しております。
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2015年7月作成

■当資料は、特別勘定の運用状況等を報告するための資料であり、生命保険契約の
募集または特別勘定が主たる投資対象とする投資信託の勧誘を目的とするもの
ではありません。

■この商品は、特別勘定の運用実績に基づいて死亡保険金額､積立金額､解約返戻
金額等が日々変動（増減）する変額個人年金保険（生命保険）です。

■当資料に記載された過去の運用実績に関するいかなる内容も、将来の運用成果
を示唆あるいは保証するものではありません。

2014年度
変額年金保険（特別勘定）決算のお知らせ

管理 No : 004

ご契約に関する
ご照会は

コールセンターまで

コールセンター 0120-59-2269
平日8：30～20：00／土曜9：00～17：00（日・祝・12/31～1/3を除く）

ジ　 ブ ロック

受 付 時 間

フリー
ダイヤル

6 ．特別勘定の運用状況（特別勘定名）マネープール

■運用方針
当特別勘定資産の運用は、主として「日興MRF（マネー・リザーブ・ファンド）」
（運用会社：日興アセットマネジメント株式会社）に投資することにより行います。

■運用内容
特別勘定への資金の流出入に合わせ、上記投資信託の組入れ比率を高水準に保つ運用を行いました。
当年度末の投資信託の組入れ比率は97.6％です。
当年度末のユニットバリューは100.4795となっております。また、設定来のユニットバリュー騰落率は+0.48%となりました。

※投資信託の組入れ比率は、投資信託の買付・解約により発生する未払金・未収金を調整した実質的な投資信託の比率であり、
　特別勘定資産合計に対する構成比率とは異なります。

■ユニットバリューの推移と運用利回り

■保有有価証券の明細 （単位：千円）
銘柄名 種別 時価額
日興MRF（マネー・リザーブ・ファンド） 投資信託 22,591

設定日：2007年12月1日
ユニットバリュー 運用利回り

2014年 3 月末 100.4636
2014年 4 月末 100.4657 +0.00%
2014年 5 月末 100.4678 +0.00%
2014年 6 月末 100.4696 +0.01%
2014年 7 月末 100.4714 +0.01%
2014年 8 月末 100.4729 +0.01%
2014年 9 月末 100.4741 +0.01%
2014年10月末 100.4754 +0.01%
2014年11月末 100.4765 +0.01%
2014年12月末 100.4776 +0.01%
2015年 1 月末 100.4784 +0.01%
2015年 2 月末 100.4789 +0.02%
2015年 3 月末 100.4795 +0.02%

（注）運用利回りはユニットバリューの2014年3月末からの伸び率を記
載しております。
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6 ．特別勘定の運用状況（特別勘定名）外国株式インデックス

■運用方針
当特別勘定資産の運用は、主として「プルデンシャル私募海外株式マーケット・パフォーマー（適格機関投資家向け）」
（運用会社：プルデンシャル・インベストメント・マネジメント・ジャパン株式会社）に投資することにより行います。

■運用内容
特別勘定への資金の流出入に合わせ、上記投資信託の組入れ比率を高水準に保つ運用を行いました。
当年度末の投資信託の組入れ比率は99.2％です。
当年度末のユニットバリューは140.4534となっております。また、設定来のユニットバリュー騰落率は+40.45%となりました。

※投資信託の組入れ比率は、投資信託の買付・解約により発生する未払金・未収金を調整した実質的な投資信託の比率であり、
　特別勘定資産合計に対する構成比率とは異なります。

■ユニットバリューの推移と運用利回り

■保有有価証券の明細 （単位：千円）
銘柄名 種別 時価額
プルデンシャル私募海外株式マーケット・パフォーマー（適格機関投資家向け） 投資信託 270,769

6 ．特別勘定の運用状況（特別勘定名）外国債券インデックス

■運用方針
当特別勘定資産の運用は、主として「プルデンシャル私募海外債券マーケット・パフォーマー（適格機関投資家向け）」
（運用会社：プルデンシャル・インベストメント・マネジメント・ジャパン株式会社）に投資することにより行います。

■運用内容
特別勘定への資金の流出入に合わせ、上記投資信託の組入れ比率を高水準に保つ運用を行いました。
当年度末の投資信託の組入れ比率は99.3％です。
当年度末のユニットバリューは131.3154となっております。また、設定来のユニットバリュー騰落率は+31.32%となりました。

※投資信託の組入れ比率は、投資信託の買付・解約により発生する未払金・未収金を調整した実質的な投資信託の比率であり、
　特別勘定資産合計に対する構成比率とは異なります。

■ユニットバリューの推移と運用利回り

■保有有価証券の明細 （単位：千円）
銘柄名 種別 時価額
プルデンシャル私募海外債券マーケット・パフォーマー（適格機関投資家向け） 投資信託 227,874

設定日：2007年12月1日
ユニットバリュー 運用利回り

2014年 3 月末 115.9101
2014年 4 月末 116.3304 +0.36%
2014年 5 月末 117.9931 +1.80%
2014年 6 月末 119.0381 +2.70%
2014年 7 月末 118.6514 +2.37%
2014年 8 月末 122.9693 +6.09%
2014年 9 月末 125.7633 +8.50%
2014年10月末 130.6517 +12.72%
2014年11月末 139.5920 +20.43%
2014年12月末 138.4426 +19.44%
2015年 1 月末 132.9970 +14.74%
2015年 2 月末 142.9214 +23.30%
2015年 3 月末 140.4534 +21.17%

（注）運用利回りはユニットバリューの2014年3月末からの伸び率を記
載しております。
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設定日：2007年12月1日
ユニットバリュー 運用利回り

2014年 3 月末 117.3988
2014年 4 月末 117.5527 +0.13%
2014年 5 月末 117.4762 +0.07%
2014年 6 月末 117.8684 +0.40%
2014年 7 月末 118.5638 +0.99%
2014年 8 月末 120.7963 +2.89%
2014年 9 月末 123.8807 +5.52%
2014年10月末 128.3990 +9.37%
2014年11月末 135.2663 +15.22%
2014年12月末 135.3347 +15.28%
2015年 1 月末 131.5242 +12.03%
2015年 2 月末 132.6549 +13.00%
2015年 3 月末 131.3154 +11.85%

（注）運用利回りはユニットバリューの2014年3月末からの伸び率を記
載しております。
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■当資料は、特別勘定の運用状況等を報告するための資料であり、生命保険契約の
募集または特別勘定が主たる投資対象とする投資信託の勧誘を目的とするもの
ではありません。

■この商品は、特別勘定の運用実績に基づいて死亡保険金額､積立金額､解約返戻
金額等が日々変動（増減）する変額個人年金保険（生命保険）です。

■当資料に記載された過去の運用実績に関するいかなる内容も、将来の運用成果
を示唆あるいは保証するものではありません。
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6 ．特別勘定の運用状況（特別勘定名）マネープール

■運用方針
当特別勘定資産の運用は、主として「日興MRF（マネー・リザーブ・ファンド）」
（運用会社：日興アセットマネジメント株式会社）に投資することにより行います。

■運用内容
特別勘定への資金の流出入に合わせ、上記投資信託の組入れ比率を高水準に保つ運用を行いました。
当年度末の投資信託の組入れ比率は97.6％です。
当年度末のユニットバリューは100.4795となっております。また、設定来のユニットバリュー騰落率は+0.48%となりました。

※投資信託の組入れ比率は、投資信託の買付・解約により発生する未払金・未収金を調整した実質的な投資信託の比率であり、
　特別勘定資産合計に対する構成比率とは異なります。

■ユニットバリューの推移と運用利回り

■保有有価証券の明細 （単位：千円）
銘柄名 種別 時価額
日興MRF（マネー・リザーブ・ファンド） 投資信託 22,591

設定日：2007年12月1日
ユニットバリュー 運用利回り

2014年 3 月末 100.4636
2014年 4 月末 100.4657 +0.00%
2014年 5 月末 100.4678 +0.00%
2014年 6 月末 100.4696 +0.01%
2014年 7 月末 100.4714 +0.01%
2014年 8 月末 100.4729 +0.01%
2014年 9 月末 100.4741 +0.01%
2014年10月末 100.4754 +0.01%
2014年11月末 100.4765 +0.01%
2014年12月末 100.4776 +0.01%
2015年 1 月末 100.4784 +0.01%
2015年 2 月末 100.4789 +0.02%
2015年 3 月末 100.4795 +0.02%

（注）運用利回りはユニットバリューの2014年3月末からの伸び率を記
載しております。

110

100

90

80

70

60

50

120

07/12 08/3 08/9 12/3 12/9 13/3 13/9 14/3 14/9 15/309/3 09/9 10/910/3 11/911/3

6 ．特別勘定の運用状況（特別勘定名）外国株式インデックス

■運用方針
当特別勘定資産の運用は、主として「プルデンシャル私募海外株式マーケット・パフォーマー（適格機関投資家向け）」
（運用会社：プルデンシャル・インベストメント・マネジメント・ジャパン株式会社）に投資することにより行います。

■運用内容
特別勘定への資金の流出入に合わせ、上記投資信託の組入れ比率を高水準に保つ運用を行いました。
当年度末の投資信託の組入れ比率は99.2％です。
当年度末のユニットバリューは140.4534となっております。また、設定来のユニットバリュー騰落率は+40.45%となりました。

※投資信託の組入れ比率は、投資信託の買付・解約により発生する未払金・未収金を調整した実質的な投資信託の比率であり、
　特別勘定資産合計に対する構成比率とは異なります。

■ユニットバリューの推移と運用利回り

■保有有価証券の明細 （単位：千円）
銘柄名 種別 時価額
プルデンシャル私募海外株式マーケット・パフォーマー（適格機関投資家向け） 投資信託 270,769

6 ．特別勘定の運用状況（特別勘定名）外国債券インデックス

■運用方針
当特別勘定資産の運用は、主として「プルデンシャル私募海外債券マーケット・パフォーマー（適格機関投資家向け）」
（運用会社：プルデンシャル・インベストメント・マネジメント・ジャパン株式会社）に投資することにより行います。

■運用内容
特別勘定への資金の流出入に合わせ、上記投資信託の組入れ比率を高水準に保つ運用を行いました。
当年度末の投資信託の組入れ比率は99.3％です。
当年度末のユニットバリューは131.3154となっております。また、設定来のユニットバリュー騰落率は+31.32%となりました。

※投資信託の組入れ比率は、投資信託の買付・解約により発生する未払金・未収金を調整した実質的な投資信託の比率であり、
　特別勘定資産合計に対する構成比率とは異なります。

■ユニットバリューの推移と運用利回り

■保有有価証券の明細 （単位：千円）
銘柄名 種別 時価額
プルデンシャル私募海外債券マーケット・パフォーマー（適格機関投資家向け） 投資信託 227,874

設定日：2007年12月1日
ユニットバリュー 運用利回り

2014年 3 月末 115.9101
2014年 4 月末 116.3304 +0.36%
2014年 5 月末 117.9931 +1.80%
2014年 6 月末 119.0381 +2.70%
2014年 7 月末 118.6514 +2.37%
2014年 8 月末 122.9693 +6.09%
2014年 9 月末 125.7633 +8.50%
2014年10月末 130.6517 +12.72%
2014年11月末 139.5920 +20.43%
2014年12月末 138.4426 +19.44%
2015年 1 月末 132.9970 +14.74%
2015年 2 月末 142.9214 +23.30%
2015年 3 月末 140.4534 +21.17%

（注）運用利回りはユニットバリューの2014年3月末からの伸び率を記
載しております。
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設定日：2007年12月1日
ユニットバリュー 運用利回り

2014年 3 月末 117.3988
2014年 4 月末 117.5527 +0.13%
2014年 5 月末 117.4762 +0.07%
2014年 6 月末 117.8684 +0.40%
2014年 7 月末 118.5638 +0.99%
2014年 8 月末 120.7963 +2.89%
2014年 9 月末 123.8807 +5.52%
2014年10月末 128.3990 +9.37%
2014年11月末 135.2663 +15.22%
2014年12月末 135.3347 +15.28%
2015年 1 月末 131.5242 +12.03%
2015年 2 月末 132.6549 +13.00%
2015年 3 月末 131.3154 +11.85%

（注）運用利回りはユニットバリューの2014年3月末からの伸び率を記
載しております。


